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適用対象と処理総数ご
く
簡
単
に
手
続
を
示
す
と
、
差
別
が
あ
る
と
し
て
連
邦
人
権
委
・

員
会
に
申
立
て
ら
れ
ろ
と
、
事
務
局
は
調
査
官
を
任
命
し
、
調
査
を

さ
せ
ろ
。
調
査
が
終
了
す
る
と
、
当
事
者
の
合
意
あ
る
解
決
を
求
め

て
調
停
手
続
の
た
め
調
停
官
を
任
命
し
て
も
よ
い
し
、
ま
た
公
権
力

に
よ
る
解
決
を
求
め
て
審
査
委
員
会
を
設
置
し
て
も
よ
い
。
そ
う
で

な
け
れ
ば
、
申
立
て
を
棄
却
ま
た
は
却
下
を
す
る
。
こ
の
決
定
を
す

る
委
員
会
は
年
一
○
回
開
か
れ
ろ
。
審
査
結
果
に
不
服
な
当
事
者

は
、
同
じ
く
人
権
委
員
会
が
設
置
す
る
再
審
査
委
員
会
に
再
審
査
の

請
求
が
で
き
る
。
こ
の
裁
決
に
不
服
の
当
事
者
は
、
そ
れ
を
取
消
す

行
政
訴
訟
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

表１

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

連
邦
人
権
法
の
適
用
対
象
を
人
権
委
員
会
の
処
理
件
数
と
の
関
係

（
２
）
 

で
み
て
み
ろ
と
（
表
１
）
、
国
防
省
を
含
め
政
府
の
各
省
庁
が
圧
倒
的

に
多
い
。
救
済
の
申
立
て
が
あ
っ
て
も
差
別
に
当
ら
な
い
と
さ
れ
た

事
件
数
も
多
い
が
、
何
ら
か
の
形
で
差
別
で
あ
っ
た
と
し
て
解
決
が

は
か
ら
れ
た
数
も
無
視
で
き
な
い
。
次
に
運
輸
業
の
中
で
は
鉄
道
業

が
群
を
抜
い
て
多
く
、
航
空
産
業
も
少
な
く
な
い
。
次
い
で
銀
行
業
、

公
共
企
業
が
続
き
、
そ
し
て
マ
ス
コ
ミ
、
電
信
電
話
が
あ
る
。
労
働

組
合
内
で
の
差
別
事
件
も
こ
れ
に
似
た
件
数
で
あ
る
。

三
、
手
続
と
処
理
統
計

総
計

取
下
げ
８
４
１
３

１
 

解
決
〃
２
５
３

棄
却
・
却
下
筋
３
５
７
５
４

九
八
○
年

九
八
一
年

九
八
二
年

九
八
三
年

九
八
四
年

688 116 149 連H邦各省庁 142 100 181 
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】
ソ
、
【
し
【
点
し

ｇ
曰

曰
一
→
へ
病
旧
ケ
グ
』
蓄
二
公
、

人
権
委
員
会
で
の
処
理
の
実
際
を
み
ろ
と
（
表
２
）
、
救
済
申
立

て
受
理
件
数
の
約
八
割
が
、
調
停
移
行
に
も
審
査
一
委
員
会
移
送
に
も

な
る
前
の
段
階
で
、
終
結
し
て
い
ろ
。
多
く
は
調
査
段
階
で
の
終
了

と
い
っ
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
調
査
手
続
が
完
了
し
、
人

権
委
員
会
と
し
て
は
、
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
差
別
の
疑
い
は
な
い

と
判
定
す
る
棄
却
件
数
が
多
く
、
管
轄
違
い
や
企
業
内
苦
情
処
理
手

続
移
送
な
ど
の
却
下
事
件
数
と
加
え
ろ
と
、
約
五
割
に
な
る
。

注
目
す
べ
き
な
の
は
、
調
査
手
続
中
、
も
し
く
は
調
査
終
了
後

に
、
当
事
者
間
の
合
意
で
解
決
す
る
件
数
も
少
な
く
な
い
点
で
あ

る
。
連
邦
人
権
法
の
下
で
は
、
こ
の
自
主
解
決
案
は
、
人
権
委
員
会

の
承
認
を
要
し
、
違
法
な
案
な
ど
は
委
員
会
か
ら
修
正
を
求
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
い
っ
た
ん
調
査
手
続
に
の
っ
た
以
上
、
全
く
当

事
者
間
で
勝
手
に
和
解
し
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
数
字
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
過
去
五
年
間
に
一
一
割
強
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
人
権
委
員
会
が
調
査
結
果
に
基
づ
き
調
停
手
続
に
か

け
る
事
件
数
も
少
な
く
な
い
。
過
去
五
年
間
で
申
立
て
件
数
の
一
割

強
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
審
査
委
員
会
が
救
済
命
令
を
出
さ
な
け
れ
ば

解
決
の
つ
か
な
い
ほ
ど
深
刻
で
な
い
事
件
だ
か
ら
こ
そ
、
当
事
者
問

へ
の
調
停
を
試
み
る
も
の
と
思
わ
れ
ろ
。
こ
の
手
続
に
か
か
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
（
調
停
が
成
立
す
る
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
筋
の
事

件
比
率
の
一
○
％
強
と
、
前
述
し
た
自
主
解
決
の
二
○
％
強
の
数
字

を
加
え
ろ
と
、
申
立
て
件
数
の
三
割
強
か
ら
四
割
弱
が
、
結
局
、
自

Ⅱ
Ⅱ
ソ
【
【
】
【
】

組合

取扱

業

ツ団体

回団体

動
険

覆
勧

ヨ
ゾ
、
色
６

Ｊ
Ｒ
】

］ ｢’ 

L」

Ⅲ
】

(出典連邦人権委員会年次報告1984年版３２頁）
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連邦人権委員会の処理件数と比率 （）内はパーセント表３ 表２差別理由ごとの救済申立て件数比率

蒻關〒|鬘稟簔臺|塗 計
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４
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前科のみ

出
師0 

100. 

(100） 
100.00 100 100. 100.0 

2,026 

（100） 

８２ 

(4) 

227 

人種等には、人種、皮膚色、出身国、少数民族を含むその他は、宗教、前科である。

（出典：連邦人権委員会年次報告1979年版～1984年版より作成）
(11） 

(出典表１に同じ、３０頁）

主
解
決
の
道
を
選
ぶ
と
い
え
る
。

次
に
、
や
は
り
審
査
委
員
会
送
り
に
な
る
件
数
は
制
度
発
足
以
来

の
五
年
間
で
、
救
済
申
立
て
の
あ
っ
た
件
数
の
五
％
前
後
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
人
権
委
員
会
の
権
限
と
し
て
は
、
差
別
の
存
否
を
行
政
救

済
機
関
と
し
て
最
終
的
に
判
定
し
、
救
済
命
令
を
出
す
か
、
又
は
棄

却
も
し
く
は
却
下
の
裁
定
を
下
す
件
数
が
非
常
に
少
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
連
邦
人
権
委
員
会
は
、
救
済
命
令
を
担
保

と
し
て
、
差
別
の
撤
廃
を
は
か
る
制
度
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
い

え
る
。

１
、
差
別
理
由

連
邦
人
権
法
は
、
一
○
の
差
別
理
由
を
あ
げ
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く

差
別
が
人
権
委
員
会
で
取
扱
わ
れ
ろ
。
具
体
的
に
は
、
①
人
種
②

皮
膚
の
色
③
性
④
出
身
国
又
は
少
数
民
族
⑤
宗
教
⑥
年
齢

⑦
結
婚
⑧
障
害
⑨
前
科
で
あ
る
。
「
障
害
」
に
は
身
体
障
害
の

み
な
ら
ず
精
神
障
害
も
含
み
、
ま
た
「
性
」
に
は
女
子
差
別
の
み
な

ら
ず
男
子
差
別
も
含
む
。

救
済
申
立
て
理
由
の
統
計
（
表
３
）
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
障
害

者
差
別
と
性
差
別
、
そ
し
て
人
種
・
皮
膚
の
色
・
少
数
民
族
の
差
別

差
別
の
救
済
申
立
て
が
連
邦
人
権
委
員
会
の
事
務
局
に
な
さ
れ
ろ

と
、
そ
の
事
件
が
連
邦
人
権
委
員
会
の
管
轄
下
に
あ
り
、
か
つ
連
邦

人
権
法
の
適
用
を
受
け
る
か
ど
う
か
が
形
式
的
に
調
べ
ら
れ
ろ
。
こ

３
、
救
済
申
立
て

差
別
か
ら
の
救
済
は
も
と
よ
り
、
人
権
に
関
す
る
立
法
等
の
問
い

合
わ
せ
が
連
邦
人
権
委
員
会
に
あ
る
。
こ
の
照
会
を
通
し
て
教
育
が

行
な
わ
れ
ろ
。
こ
の
段
階
で
誤
解
に
基
づ
く
事
例
と
か
、
法
や
制
度

を
知
ら
な
い
た
め
に
起
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
は
、
解
決
さ
れ
る
。

照
会
事
項
の
統
計
を
み
ろ
と
、
そ
の
数
の
大
き
さ
に
鷲
ろ
か
さ
れ

ろ
。
年
度
別
に
み
ろ
と
、
身
体
障
害
と
性
的
い
や
が
ら
せ
、
そ
し
て

男
女
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ
い
て
の
照
会
が
ふ
え
て
き
て
い
る

を
理
由
と
す
る
申
立
て
が
毎
年
、
お
の
お
の
一
一
割
か
ら
三
割
あ
り
、

年
齢
差
別
申
立
て
が
毎
年
一
割
強
、
結
婚
を
理
由
と
す
る
差
別
が
毎

年
一
割
弱
で
あ
る
。
そ
の
他
の
宗
教
や
前
科
を
理
由
と
す
る
差
別
の

申
立
て
は
、
毎
年
少
な
い
と
い
え
る
。
統
計
が
、
連
邦
人
権
委
員
会

の
年
次
報
告
か
ら
公
表
さ
れ
て
以
来
、
六
年
間
で
右
の
傾
向
は
変
っ

て
い
な
い
が
、
’
九
八
四
年
で
障
害
差
別
の
申
立
て
が
急
増
し
た
点
、

注
目
さ
れ
ろ
。

２
、
照
会
、
窓
口
相
談

（
一
衣
４
ｇ
ｏ

四
、
具
体
的
手
続
と
そ
の
実
際
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後
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
人
権
委
員
会
に
訴
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
本

人
の
意
思
に
よ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
一
六
才
の
女
子
に

代
っ
て
、
女
子
の
地
位
向
上
全
国
行
動
委
員
会
代
表
が
当
事
者
と
な

っ
て
、
連
邦
人
権
委
員
会
に
訴
え
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
本

人
に
代
っ
て
弁
護
士
が
手
続
を
代
理
す
る
よ
り
も
、
実
質
的
に
強
力

で
あ
る
。

救
済
申
立
て
は
、
職
権
で
も
で
き
る
制
度
を
と
っ
て
い
ろ
（
一
一
一
二

条
三
項
）
。
そ
れ
は
人
権
委
員
会
が
、
差
別
が
あ
る
と
信
ず
る
に
相

当
な
理
由
が
あ
る
と
判
断
し
、
か
つ
、
被
差
別
者
が
申
立
て
て
来
な

い
場
合
で
あ
る
。

人
権
委
員
会
は
、
救
済
申
立
て
を
受
理
す
る
と
、
特
定
の
調
査
官

に
事
件
の
調
査
を
命
じ
ろ
。
調
査
官
は
、
事
件
に
関
連
す
る
資
料
を

閲
覧
し
、
ま
た
情
報
を
提
供
す
る
人
に
会
っ
て
、
差
別
の
有
無
を
調

（
４
）
 

査
す
る
。
こ
の
調
査
権
限
は
強
く
、
調
査
妨
害
を
し
た
者
に
は
五
○

○
○
ド
ル
以
下
の
罰
金
刑
が
定
め
ら
れ
て
い
ろ
（
三
五
条
一
一
項
）
。

こ
の
罰
則
が
法
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
五
年
余
で
何
度
用
い
ら
れ
た
か

統
計
資
料
を
持
ち
あ
わ
せ
な
い
。

人
権
委
員
会
は
、
そ
の
調
査
権
限
の
保
護
を
、
裁
判
所
に
求
め
る

こ
と
も
あ
る
。
具
体
的
な
例
が
あ
る
。
イ
ン
デ
ア
ン
は
国
の
指
定
す

る
居
留
地
区
に
住
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
ト
ピ
ー
ク
種
族
イ
ン
デ
ア

４
、
調
査
と
そ
の
権
利
性

表４照会事項数

1983年 1982年1984年：

身体障害

'性的いやがらせ

憲法（人権規定）

男女同一労働同一賃金

定年制度

精神障害

差別禁止法令

人種差別等嫌悪宣伝

その他

665 628 
１ 

２３６ 

Ⅵ’｜｜評】 684 

356 424 

239 197 165 

126 133 150 

抑
蝉
口
Ⅶ
【
伺
捌
剃
乢
剰
判
小
．
『
刊
や
）
「
川
’
、
‐
脚
．
甜
司
）
鍬
勘
（
‐
・
《
１
輌
叩
‐
，
『
》
列
『
『
叔
湖
刊
‐
円
珂
浬
倒
》
Ｕ
刊
引

193 201 132 

108 6０ 120 

113 9９ 171 

3３ 2１ 7１ 

27.974 22.479 29.640 

計 29.759 24.186 31.473 

(出典表１に同じ３０頁）

れ
が
認
め
ら
れ
ろ
と
正
式
の
申
立
書
に
署
名
が
求
め
ら
れ
ろ
。

こ
の
申
立
て
は
、
差
別
を
受
け
て
い
ろ
と
主
張
す
る
本
人
の
み
な

ら
ず
、
本
人
の
同
意
さ
え
あ
れ
ば
婦
人
運
動
団
体
な
ど
の
第
三
者
で

も
で
き
ろ
（
一
一
一
一
条
一
一
項
、
三
四
条
一
一
項
）
。

具
体
的
な
実
例
を
紹
介
す
る
と
、
女
子
差
別
の
例
が
あ
る
。
一
九

八
一
年
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
開
か
れ
た
国
際
サ
ッ
カ
ー
・
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
、
一
六
才
の
女
子
選
手
を
翼
す
る
デ
ン
マ
ー
ク
代
表
が
出
場
し

よ
う
と
し
た
。
し
か
し
カ
ナ
ダ
・
サ
ッ
カ
ー
連
盟
は
、
そ
の
女
子
選

手
の
出
場
を
許
可
し
な
か
っ
た
。
こ
の
事
件
は
マ
ス
コ
ミ
で
女
子
差

別
で
は
な
い
か
、
と
い
う
報
道
を
ざ
れ
話
題
と
な
っ
た
。
女
子
の
地

位
向
上
全
国
行
動
委
員
会
の
代
表
サ
リ
バ
ン
女
史
と
ワ
ッ
ヅ
女
史

は
、
出
場
で
き
な
か
っ
た
ロ
リ
タ
・
ラ
ー
ソ
ン
ち
ゃ
ん
の
同
意
を
と

り
つ
け
、
カ
ナ
ダ
・
サ
ッ
カ
ー
連
盟
を
相
手
に
、
性
差
別
で
あ
る
と

し
て
、
連
邦
人
権
委
員
会
へ
訴
え
た
。
委
員
会
は
調
査
の
結
果
、
差

別
の
疑
い
が
あ
る
と
判
定
し
、
審
査
委
員
会
に
事
件
を
審
査
す
る
手

続
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
同
審
査
委
員
会
は
結
局
、
本
事
件
が
連

邦
レ
ベ
ル
の
人
権
委
員
会
の
管
轄
下
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
判
定

し
た
。
こ
の
一
九
八
四
年
一
月
一
二
日
の
裁
定
は
、
事
件
が
オ
ン
タ

リ
オ
州
内
で
開
か
れ
た
試
合
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
オ
ン
タ
リ
オ
州

（
３
）
 

人
権
委
員
会
の
管
轄
下
に
あ
る
こ
と
を
暗
に
一
示
唆
し
て
い
る
。

こ
の
事
件
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
発
生
し
た
性
差
別
問
題
も
、

人
権
委
員
会
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
ろ
。
今

ン
居
留
地
で
、
住
民
へ
の
住
宅
割
当
て
が
男
子
に
有
利
に
行
な
わ
れ

て
い
る
と
い
う
訴
え
が
、
連
邦
人
権
委
員
会
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
委

員
会
は
、
と
も
か
く
調
査
す
る
た
め
調
査
を
開
始
し
よ
う
と
し
た

が
、
居
留
地
区
の
責
任
者
は
そ
れ
を
拒
否
し
、
人
権
法
は
イ
ン
デ
ア

ン
法
の
適
用
を
受
け
る
者
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
人
権
法
に
定
め
て

あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
委
員
会
は
、
こ
の
法
解
釈
に
つ
い
て
、

管
轄
権
の
あ
る
一
二
－
ブ
ル
ン
ズ
ィ
ッ
ク
州
普
通
法
裁
判
所
に
判
断

を
求
め
た
。
問
題
に
な
っ
た
の
は
同
法
六
一
一
一
条
二
項
と
い
う
規
定
で

あ
る
が
、
裁
判
所
は
そ
の
手
続
中
に
、
委
員
会
に
は
事
実
認
定
の
た

め
の
権
限
が
な
け
れ
ば
、
事
件
を
審
査
委
員
会
に
移
送
す
る
か
ど
う

か
の
判
断
も
で
き
な
い
、
と
示
唆
を
し
た
。
そ
の
後
、
居
留
地
責
任

者
は
居
留
地
区
議
会
の
議
事
録
を
委
員
会
の
調
査
官
が
閲
覧
す
る
こ

と
を
認
め
た
の
で
、
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
男
子
に
優

先
的
に
住
宅
割
当
を
し
て
い
た
と
い
う
証
拠
は
発
見
さ
れ
な
か
つ

（
５
）
 

た
。
委
員
会
は
、
事
件
一
と
棄
却
し
た
。

こ
の
事
件
は
、
委
員
会
の
調
査
権
限
が
い
か
に
重
視
さ
る
べ
き
か

を
示
し
て
い
ろ
。
委
員
会
は
調
査
権
限
を
行
使
す
る
た
め
に
裁
判
所

に
問
合
わ
せ
を
し
、
裁
判
所
も
こ
れ
を
強
く
保
護
し
た
の
で
あ
る
。

５
、
調
査
中
の
解
決

連
邦
人
権
法
は
、
救
済
命
令
を
出
す
権
限
を
委
員
会
に
保
障
し
て

い
ろ
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
最
終
手
続
に
至
る
前
に
、
当
事
者
で
自
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似
主
的
な
解
決
を
は
か
る
こ
と
は
好
ま
し
い
、
と
し
て
い
ろ
。
前
述
の

よ
う
に
、
こ
の
自
主
解
決
案
に
つ
い
て
も
、
人
権
委
員
会
の
承
認
を

得
る
の
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
（
三
八
条
）
。
こ
の
承
認
付
き
の
和

解
案
に
違
反
す
る
者
に
は
罰
則
が
あ
る
。
こ
の
種
の
解
決
が
申
立
て

件
数
の
二
割
を
毎
年
こ
え
て
い
る
の
も
、
強
力
な
調
査
権
、
和
解
案

の
委
員
会
承
認
、
救
済
命
令
と
い
っ
た
制
度
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

具
体
的
な
事
例
と
し
て
障
害
者
差
別
に
対
す
る
損
害
賠
償
の
和
解

（
６
）
 

例
が
あ
る
。
ブ
リ
ー
ナ
ッ
シ
ニ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
で
ト
ー
フ
ッ
ク
運
輸
会

社
に
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
一
日
半
働
い
た
後
、
糖
尿
病
で
五
日

間
入
院
し
て
し
ま
っ
た
。
二
日
後
会
社
は
糖
尿
病
を
も
つ
者
は
雇
え

な
い
と
い
っ
て
解
雇
を
言
い
渡
し
た
。
医
師
は
ト
ラ
ッ
ク
運
転
に
支

障
は
な
い
と
診
断
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
解
雇
は
糖
尿
病
と
い
う
身

体
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
当
る
と
し
て
、
連
邦
人
権
委
員
会
に

訴
え
た
。
調
査
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
手
続
中
に
当
事
者
問
で
和
解
が

成
立
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
こ
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
運
転
手
が
解
一
層
さ

れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
受
取
っ
た
で
あ
ろ
う
賃
金
、
つ
ま
り
バ
ッ
ク
ペ

イ
と
し
て
一
七
一
ド
ル
一
一
一
セ
ン
ト
と
、
こ
う
し
た
差
別
解
雇
に
よ

っ
て
傷
つ
け
ら
れ
た
自
尊
心
へ
の
慰
籍
料
と
し
て
五
○
○
ド
ル
を
会

社
は
運
転
手
に
支
払
う
こ
と
、
こ
れ
に
加
え
て
、
会
社
は
今
後
、
糖

尿
病
も
ち
は
全
て
雇
わ
な
い
と
い
う
方
針
は
改
め
て
、
そ
の
糖
尿
病

が
仕
事
に
影
響
す
る
か
ど
う
か
を
調
べ
た
上
、
採
否
を
決
定
す
る
方

針
に
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
和
解
案
は
委
員
会
の
承
認
を

な
い
こ
と
を
解
雇
理
由
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

’
九
八
○
年
九
月
、
ベ
ル
は
、
溶
液
を
全
身
に
浴
び
て
苛
性
の
火

傷
を
負
っ
た
。
彼
女
は
、
皮
疹
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
刺
激
物
に
敏
感

に
な
り
、
そ
の
た
め
仕
事
に
耐
え
ら
れ
ず
一
九
八
一
年
の
一
月
一
一
十

八
日
に
解
雇
さ
れ
た
。

ベ
ル
は
、
会
社
に
対
し
苦
情
の
申
立
て
を
行
な
う
と
同
時
に
、
人

権
委
員
会
に
救
済
申
立
て
を
行
っ
た
。
委
員
会
は
、
会
社
内
の
苦
情

処
理
手
続
が
完
了
す
る
ま
で
、
調
査
手
続
を
見
合
わ
せ
た
。
苦
情
申

立
て
が
仲
裁
手
続
に
移
行
し
、
一
九
八
一
一
年
の
六
月
に
、
彼
女
に
有

利
な
解
決
が
な
さ
れ
た
。

仲
裁
委
員
会
は
、
彼
女
の
解
一
層
が
正
当
化
さ
れ
な
い
解
雇
で
あ

り
、
彼
女
に
他
の
職
が
見
つ
か
る
ま
で
は
、
一
時
解
雇
と
し
て
と
り

扱
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
エ
ル
ド
ラ
ー
ド
社
は
、

彼
女
に
対
し
て
、
各
種
控
除
を
し
た
後
の
喪
失
賃
金
分
の
八
、
一
○

○
ド
ル
を
支
払
っ
た
が
、
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
市
の
操
業
を
中
止
し
た
こ
と

を
理
由
に
、
彼
女
を
再
雇
用
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

委
員
会
は
、
こ
の
申
立
て
を
、
委
員
会
手
続
以
外
の
手
段
も
と
っ

て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
、
こ
の
事
件
を
結
着
ざ
せ
滝
（
宝
・

可
①
ケ
・
弓
・
画
）
・

こ
の
事
件
は
、
障
害
差
別
の
例
で
あ
る
が
、
人
権
委
員
会
に
救
済

申
立
て
が
あ
っ
て
も
、
労
使
間
で
発
生
し
た
紛
争
は
、
行
政
機
関
や

裁
判
所
に
よ
る
前
に
労
使
問
の
合
意
に
基
づ
く
解
決
を
す
る
よ
う
定

７
、
審
査
委
員
会
に
よ
る
裁
定

連
邦
人
権
委
員
会
は
、
行
政
機
関
と
し
て
の
裁
定
を
下
す
こ
と
が

で
き
る
。
前
述
の
よ
う
に
そ
の
数
は
少
な
く
、
過
去
五
年
間
の
実
績

で
救
済
申
立
件
数
の
二
％
か
ら
六
％
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
も
こ
の

担
保
が
あ
る
か
ら
、
人
権
委
員
会
の
調
査
も
強
力
に
行
な
わ
れ
る

し
、
ま
た
、
差
別
で
訴
え
ら
れ
た
者
も
譲
歩
し
て
自
主
解
決
に
同
意

す
る
と
思
わ
れ
ろ
。

審
査
委
員
会
は
、
人
権
委
員
会
の
中
に
設
置
さ
れ
、
非
常
勤
の
委

員
が
事
件
ご
と
に
、
人
権
委
員
会
会
長
か
ら
任
命
さ
れ
ろ
。
人
権
委

員
会
は
、
会
長
と
副
会
長
各
一
名
が
常
勤
で
あ
る
が
、
審
査
委
員
会

は
非
常
勤
の
六
名
が
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
、
こ
の
中
か
ら
任
命
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

裁
定
は
、
救
済
申
立
て
の
管
轄
な
し
と
い
っ
た
却
下
も
あ
る
し
、
申

立
て
の
理
由
な
し
と
い
う
棄
却
も
あ
る
。
逆
に
申
立
て
の
理
由
あ
り

と
い
う
認
容
も
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
解
雇
事
件
は
原
職
復
帰
、
あ

る
い
は
賃
金
喪
失
分
に
つ
い
て
は
バ
ッ
ク
ペ
イ
が
命
じ
ら
れ
ろ
。
こ

と
に
注
目
す
べ
き
は
、
差
別
に
よ
っ
て
被
害
者
が
受
け
た
自
尊
心
を

得
た
。こ
の
事
件
は
、
調
査
が
開
始
さ
れ
て
二
日
後
に
和
解
が
成
立
し
た

も
の
で
、
い
か
に
人
権
委
員
会
の
調
査
活
動
な
る
も
の
が
、
会
社
に

影
響
力
を
も
つ
も
の
か
を
示
し
て
い
ろ
。
調
査
官
は
、
後
述
す
る
調

停
官
と
ち
が
い
、
申
立
て
ら
れ
た
事
実
に
つ
い
て
現
地
へ
飛
ん
だ

り
、
文
書
提
出
を
待
っ
て
調
査
し
た
り
す
る
が
、
調
査
が
始
ま
る
こ

と
自
体
が
会
社
を
解
決
へ
動
か
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。
な
お
、
こ
の

和
解
案
に
は
金
銭
的
賠
償
に
慰
藷
料
を
含
ま
せ
、
し
か
も
会
社
の
採

用
方
針
の
変
更
を
せ
ま
る
も
の
と
な
っ
て
い
ろ
。

６
、
企
業
内
苦
情
処
理
・
仲
裁
手
続
で
解
決

事
件
が
雇
用
上
の
差
別
に
あ
た
る
場
合
は
、
人
権
委
員
会
に
救
済

申
立
て
の
後
に
、
労
使
間
の
労
働
協
約
で
定
め
た
苦
情
処
理
手
続
で

解
決
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
特
に
協
約
で
こ
の
手
続
を
優
先
さ
せ
る

と
定
め
て
い
る
こ
と
が
、
調
査
の
途
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
時
な
ど

に
は
、
事
件
は
そ
ち
ら
に
移
送
さ
れ
ろ
（
三
一
一
一
条
ａ
項
）
。

具
体
的
な
事
件
に
エ
ル
ド
ラ
ー
ド
核
製
造
会
社
に
よ
っ
て
解
雇
さ

れ
た
キ
サ
リ
ン
・
ベ
ル
事
件
が
あ
る
。
彼
女
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
会

社
側
は
、
彼
女
が
「
粉
を
ふ
い
た
よ
う
な
皮
疹
」
を
悩
ん
で
い
る
こ

と
を
理
由
と
し
て
、
彼
女
を
解
雇
し
た
と
し
て
申
立
て
を
行
な
っ
た
。

エ
ル
ド
ラ
ー
ド
社
は
、
彼
女
が
肌
の
状
態
を
理
由
に
解
雇
さ
れ
た

こ
と
は
否
定
せ
ず
、
彼
女
を
配
置
転
換
す
る
よ
う
な
適
当
な
職
場
が

め
て
い
た
例
で
あ
る
。
殆
ん
ど
の
労
働
組
合
は
こ
の
条
項
を
も
っ
て

い
ろ
。
裁
判
所
や
行
政
機
関
に
対
す
る
、
と
く
に
組
合
側
か
ら
の
不

信
感
が
伝
統
的
に
あ
り
、
ま
た
、
時
間
と
費
用
が
か
か
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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傷
つ
け
ら
れ
た
分
に
つ
い
て
は
、
慰
籍
料
に
相
当
す
る
損
害
賠
償
が

命
じ
ら
れ
ろ
。
差
別
の
も
つ
意
味
を
汲
み
と
っ
た
立
法
と
い
え
る
。

救
済
命
令
に
は
こ
の
ほ
か
、
差
別
行
為
を
中
止
す
る
よ
う
命
じ
る

差
止
め
命
令
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
後
述
す
る
ジ
ョ
ン
・
ロ
ス

事
件
が
あ
る
。

人
権
委
員
会
の
任
命
し
た
審
査
委
員
会
で
、
損
害
賠
償
は
命
じ
ら

れ
た
も
の
の
、
そ
れ
が
紛
争
当
事
者
に
と
っ
て
中
立
の
立
場
で
な
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
、
こ
の
点
を
提
起
し
た
の
が
、
マ
ク
ベ
ィ
ン

事
件
で
あ
る
。

オ
ン
タ
リ
オ
州
議
会
の
議
員
で
あ
っ
た
マ
ク
ベ
イ
ン
は
、
彼
の
議

会
秘
書
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
、
ポ
ト
パ
ク
ズ
ィ
ッ
ク
に
対
し
、
彼
と
性
的

関
係
を
結
ぶ
よ
う
求
め
、
彼
女
は
嫌
っ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
身
体

に
触
っ
た
り
し
た
。
彼
女
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
が
、
そ
れ
が
理
由
で

解
雇
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
連
邦
人
権
委
員
会
に
対
し
、
性

的
い
や
が
ら
せ
と
い
う
性
差
別
に
当
る
と
し
て
、
救
済
の
申
立
て
を

し
た
の
で
あ
る
。
人
権
委
員
会
は
調
査
官
に
調
査
を
命
じ
た
と
こ

ろ
、
性
的
い
や
が
ら
せ
の
事
実
は
あ
っ
た
と
い
う
調
査
結
果
が
報
告

さ
れ
た
。
そ
こ
で
人
権
委
員
会
は
当
時
の
連
邦
人
権
法
に
従
い
、
差

別
の
疑
い
が
あ
る
と
判
定
を
し
た
。
後
に
改
正
さ
れ
た
の
は
こ
の
点

で
、
右
の
判
定
を
し
た
人
権
委
員
会
が
、
審
査
委
員
会
を
任
命
し
、

審
査
で
は
右
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
被
申
立
人
で
あ
る
マ
ク
ベ
ィ

ン
氏
を
相
手
に
、
人
権
委
員
会
が
申
立
人
で
あ
る
元
秘
書
側
に
立
つ

８
、
差
別
的
意
思
と
そ
の
立
証
責
任

差
別
が
あ
っ
た
と
し
て
救
済
申
立
て
を
し
た
者
が
、
被
申
立
人
の

差
別
意
思
を
立
証
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
こ
と
が
多
い
。
連
邦
人

権
委
員
会
は
、
そ
の
差
別
意
思
は
な
く
と
も
、
特
に
会
社
が
訴
え
ら

れ
た
場
合
、
そ
の
雇
用
方
針
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
差
別
さ
れ
る
事

例
が
出
る
な
ら
ば
、
や
は
り
救
済
命
令
を
出
し
て
い
ろ
。
一
般
論
と

し
て
は
被
申
立
人
の
行
為
が
差
別
に
当
る
と
い
う
一
応
の
推
定
が
成

立
す
る
程
度
の
立
証
は
申
立
人
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
差
別

に
当
ら
な
い
と
い
う
反
証
は
被
申
立
人
の
立
証
責
任
で
あ
る
。

宗
教
差
別
の
例
で
、
申
立
人
個
人
へ
の
差
別
意
思
は
な
く
と
も
、

差
別
は
成
立
す
る
と
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
。
シ
ー
ク
教
徒
の
回
教
徒

で
あ
る
た
め
、
タ
ー
バ
ン
と
い
う
特
別
の
帽
子
を
か
ぶ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
固
く
信
じ
て
い
る
人
が
、
カ
ナ
ダ
全
国
鉄
道
の
労
働
者

と
し
て
働
い
て
い
た
。
勤
め
始
め
て
四
年
半
、
勤
務
時
間
中
も
タ
ー

バ
ン
を
つ
け
て
働
い
て
い
て
も
特
に
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
に
γ

会
社
は
作
業
中
全
員
、
安
全
帽
を
か
ぶ
ら
せ
ろ
と
い
う
方
針
に
切
り

換
え
た
。
そ
し
て
、
こ
の
方
針
に
従
わ
な
か
っ
た
ビ
ン
ダ
ー
と
い
う

い
。性
的
い
や
が
ら
せ
の
事
件
に
限
ら
な
い
が
、
喪
失
賃
金
の
支
払
命

令
以
外
に
、
差
別
に
よ
る
自
尊
心
穀
損
へ
の
慰
籍
料
支
払
い
命
令
の

裁
決
は
少
な
く
な
い
。

嚢

て
手
続
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
マ
ク
ベ
ィ
ン
氏
は
審
査
手
続
の
一
つ

と
し
て
一
般
に
公
開
さ
れ
る
聴
聞
手
続
が
開
か
れ
る
の
を
お
そ
れ
、

連
邦
地
裁
に
右
聴
聞
手
続
を
開
く
べ
き
で
な
い
と
い
う
訴
訟
を
提
起

し
た
が
、
裁
判
所
は
こ
の
訴
え
を
認
め
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
審

査
委
員
会
は
聴
聞
手
続
を
開
き
、
性
的
い
や
が
ら
せ
が
あ
っ
た
と
い

う
事
実
認
定
を
し
た
。
そ
し
て
、
一
五
○
○
ド
ル
の
損
害
賠
償
を
命

じ
た
の
で
あ
る
。
マ
ク
ベ
イ
ン
氏
は
事
件
を
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
持

ち
込
ん
だ
。
一
九
八
五
年
一
○
月
、
同
裁
判
所
は
、
同
氏
の
主
張
を

認
め
、
調
査
に
よ
っ
て
性
的
い
や
が
ら
せ
が
あ
っ
た
と
信
ず
る
に
疑

う
に
相
当
な
理
由
が
あ
る
、
と
判
定
を
下
し
た
同
じ
人
権
委
員
会

が
、
中
立
的
な
判
断
を
下
す
べ
き
審
査
委
員
会
を
任
命
す
る
の
は
、

申
立
人
側
に
偏
っ
て
お
り
、
手
続
上
公
正
さ
を
欠
く
も
の
と
判
決
し

た
。連
邦
人
権
委
員
会
側
は
、
こ
の
判
決
が
出
る
前
に
、
従
来
の
手
続

を
改
め
、
調
査
終
了
後
は
、
そ
れ
に
判
定
を
下
さ
ず
に
審
査
委
員
会

を
任
命
す
る
か
、
調
停
手
続
を
開
始
す
る
か
ど
ち
ら
か
の
手
続
を
進

（
８
）
 

め
て
い
ろ
。

こ
の
事
件
は
マ
ス
コ
ミ
に
広
く
報
道
さ
れ
話
題
と
な
っ
た
。
当
事

者
が
政
治
家
で
あ
り
、
し
か
も
秘
書
に
対
す
る
性
的
い
や
が
ら
せ
事

件
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
連
邦
控
裁
の
判
決
は
人
権
委
員
会
の

手
続
が
違
法
で
あ
る
と
は
判
断
し
た
も
の
の
、
性
的
い
や
が
ら
せ
の

事
実
認
定
を
く
つ
が
え
し
、
損
害
賠
償
も
否
定
し
た
わ
け
で
は
な

人
を
解
雇
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
会
社
が
安
全
帽
を
か
ぶ
ら
せ
る

た
め
、
タ
ー
バ
ン
を
と
る
よ
う
命
じ
た
の
は
、
回
教
徒
を
信
じ
て
い

る
者
に
対
す
る
人
権
侵
害
で
あ
っ
て
、
宗
教
を
理
由
と
す
る
差
別
で

あ
る
、
と
し
て
連
邦
人
権
委
員
会
に
訴
え
た
。
人
権
委
員
会
は
、
調

査
に
よ
り
事
実
の
確
認
を
し
、
人
権
審
査
委
員
会
に
事
件
の
審
査
を

命
じ
た
。
審
査
委
員
会
は
、
’
九
八
一
年
九
月
、
ビ
ン
ダ
ー
さ
ん
の

訴
え
を
認
め
、
会
社
に
対
し
、
申
立
人
を
差
別
す
る
意
思
が
な
か
っ

た
と
は
い
え
結
果
的
差
別
と
し
て
差
別
し
た
と
し
、
原
職
に
復
帰
さ

せ
、
そ
の
際
、
解
雇
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
失
な
わ
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
先
任
権
な
ど
の
不
利
益
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
と
、
解
雇
さ
れ
た

た
め
失
っ
た
賃
金
相
当
分
な
ど
一
万
四
千
五
百
ド
ル
の
支
払
い
を
命

じ
た
。
こ
の
人
権
審
査
委
員
会
の
裁
定
に
不
服
な
カ
ナ
ダ
全
国
鉄
道

は
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
、
こ
の
裁
定
の
取
消
し
を
求
め
て
、
行
政

訴
訟
を
提
起
し
た
。
一
九
八
二
年
、
同
裁
判
所
は
、
会
社
側
の
主
張

を
認
め
て
ピ
ン
ダ
ー
さ
ん
の
敗
訴
と
な
っ
た
。
そ
の
主
張
と
い
う
の

は
、
会
社
に
は
特
に
ピ
ン
ダ
ー
さ
ん
を
差
別
す
る
意
思
は
な
く
、
ま

た
、
そ
う
し
た
特
別
な
宗
教
上
の
慣
習
を
持
つ
人
を
特
別
扱
い
す
る

義
務
も
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ビ
ン
ダ
ー
さ
ん
は
上
告
中

（
９
）
 

で
、
’
九
一
八
五
年
中
に
□
頭
弁
聿
覗
が
開
か
れ
た
。

こ
の
事
件
の
中
味
と
し
て
問
題
に
な
る
の
は
、
控
訴
裁
判
所
が
、

会
社
側
に
差
別
意
思
が
な
け
れ
ば
責
任
は
な
い
と
し
た
点
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
少
数
者
を
特
に
差
別
す
る
意
思
は
な
く
と
も
、
結
果
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表５ 調停解決の種類
的
に
は
彼
等
を
差
別
し
て
し
ま
う
組
織
的
慣
行
的
な
人
事
方
針
は
許

さ
れ
て
し
ま
う
。
従
っ
て
少
数
者
に
は
特
別
の
優
遇
措
置
を
し
て
守

る
と
い
う
方
針
も
と
ろ
義
務
も
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
問

題
で
あ
る
。
裁
判
所
の
考
え
方
は
人
権
委
員
会
と
違
い
保
守
的
で
あ

る
。連
邦
人
権
委
員
会
の
下
で
、
調
停
手
続
は
調
査
官
に
よ
る
調
査
の

結
果
、
差
別
の
疑
い
が
あ
る
と
信
ず
る
に
相
当
な
理
由
が
あ
る
、
と

人
権
一
委
員
会
が
判
定
し
た
後
に
行
な
わ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
（

八
四
年
以
後
改
正
）
。
調
停
が
不
調
に
終
る
と
、
事
件
は
審
査
委
員

会
に
送
ら
れ
ろ
。
こ
の
調
停
作
業
は
必
ず
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
点
が
、
後
述
す
る
マ
ク
ベ
イ
ン

事
件
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
。

人
権
委
員
会
の
年
次
報
告
に
よ
る
と
、
調
停
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ

る
件
数
は
、
救
済
申
立
て
件
数
の
一
割
強
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
多

い
と
は
い
え
な
い
（
表
２
）
。
し
か
し
、
そ
の
中
味
を
吟
味
し
て
み
ろ

と
（
表
５
）
、
性
を
理
由
と
す
る
差
別
事
件
が
こ
の
調
停
手
続
で
解
決

す
る
事
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
れ
は
性
差
別
事
件
の
中
に
性
的
い

や
が
ら
せ
事
件
が
多
く
、
こ
う
し
た
事
件
に
み
ら
れ
る
男
女
関
係
上

の
紛
争
と
い
う
性
格
か
ら
、
当
事
者
問
の
話
合
い
解
決
の
例
が
多
い

も
の
と
推
測
さ
れ
ろ
。
次
に
注
目
で
き
る
の
は
逆
に
、
人
種
差
別
が

９
、
調
停
に
よ
る
解
決

Ｉ
 

－－」

鰹｜
宗教｜
年令｜
結性婚｜
前科｜

障害Ｉ

１
１
１
 

棄
却
却
下

取
下

自
主
解
決

総
計
－
６
１
２
９
似
・
９
１
８
３
 

－－￣￣￣ 

九九九九九
八八八八八
四三一一○

５１ 

１ 

２ 

２２３２ 

１４５１６２７２ 

３11４ 

１ 

７３１３４１１ 

２
４
《
１
一

一
○

１
－
 

２ 

２ 

「

1984 

ｉ
Ｉ
ｌ
 

２
１
１
０
１
 

１
 

助
巧
弱
〃
週

２
１
 

2６ 

1983 1６ 

1982 
3７ 

1981 
3７ 救
済
申
立
て
件
数
の
割
に
は
こ
の
調
停
に
よ
る
解
決
件
数
が
少
な
い

点
で
あ
る
。
人
種
な
ど
に
つ
い
て
の
偏
見
か
ら
発
生
し
た
紛
争
で
は
、

話
合
い
解
決
が
む
つ
か
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
過
去
五
年
間
の
調

停
解
決
事
件
数
に
つ
い
て
は
、
特
に
特
徴
的
な
こ
と
は
い
え
な
い
よ

う
で
あ
る
。
た
だ
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
事
件
に
つ
い
て
、
調

停
に
よ
る
解
決
数
は
、
性
差
別
事
件
数
に
次
い
で
多
い
が
、
申
立
て
件

数
に
比
べ
て
み
ろ
と
、
必
ず
し
も
多
い
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

加
、
裁
定
不
遵
守
へ
の
制
裁

連
邦
人
権
法
は
、
審
査
委
員
会
の
下
し
た
裁
定
が
実
行
に
移
さ
れ

な
い
場
合
に
、
罰
則
を
科
す
と
い
う
規
定
は
お
い
て
い
な
い
。
し
か

し
、
裁
定
は
一
種
の
行
政
命
令
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
遵
守
し
な
い

こ
と
は
、
公
的
機
関
へ
の
侮
辱
罪
が
成
立
す
る
し
、
拘
禁
刑
に
処
せ

ら
れ
ろ
。

具
体
的
な
例
と
し
て
、
テ
ー
プ
電
話
に
よ
る
人
種
差
別
禁
止
命
令

を
守
ら
な
い
者
へ
、
行
政
機
関
侮
辱
罪
を
適
用
し
、
一
年
の
拘
禁
刑

に
処
せ
ら
れ
た
例
が
あ
る
。

ウ
エ
ス
タ
ン
・
ガ
ー
ド
党
（
白
人
保
護
党
）
の
党
首
ジ
ョ
ン
・
ロ
ス

は
、
電
話
に
つ
な
い
だ
テ
ー
プ
に
よ
っ
て
、
繰
り
返
し
、
非
白
人
に

対
す
る
人
種
的
宗
教
的
差
別
言
辞
を
一
般
に
流
し
て
き
た
。
一
九
七

九
年
、
連
邦
人
権
委
員
会
は
、
調
査
と
審
査
の
上
、
そ
の
行
為
の
中

止
命
令
を
出
し
た
。
同
党
と
ロ
ス
は
こ
の
命
令
に
従
わ
ず
、
テ
ー
プ

1980 
1４ 

緒 計 1５112 ３ 
130 

(出典表１に同じ３１頁）
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に
よ
る
人
種
差
別
を
続
け
た
の
で
、
人
権
委
員
会
は
一
九
七
九
年
、

連
邦
地
裁
に
行
政
機
関
の
侮
辱
罪
で
告
訴
し
、
裁
判
所
は
そ
れ
を
認

め
、
同
党
に
は
五
○
○
○
ド
ル
、
ロ
ス
に
は
一
年
間
の
拘
禁
刑
を
言

（
、
）

い
渡
し
た
。
と
こ
ろ
が
ジ
ョ
ン
・
ロ
ス
は
出
所
後
も
ま
た
同
じ
こ
と

を
繰
り
返
し
た
の
で
、
二
度
目
の
告
訴
を
受
け
た
。
一
九
八
四
年
、

連
邦
地
裁
で
再
び
有
罪
と
な
り
一
年
の
判
決
を
受
け
た
が
、
連
邦

控
訴
裁
判
所
に
控
訴
し
、
憲
法
に
定
め
る
言
論
の
自
由
を
根
拠
に
、

連
邦
人
権
法
（
一
三
条
）
が
違
憲
で
あ
る
と
、
同
年
、
主
張
し
て
い

ろ
。こ
の
事
件
は
、
電
話
を
使
っ
た
差
別
行
為
の
禁
止
命
令
違
反
事
例

で
あ
る
が
、
言
論
の
自
由
の
問
題
を
含
ん
で
い
て
、
一
般
的
な
広
が

り
の
あ
る
事
件
と
い
え
る
。
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
に
よ
る

差
別
表
現
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
よ
う
。
こ
の
種
の
行
為
に
対
し
て

は
、
直
ち
に
そ
れ
を
中
止
す
る
命
令
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
守

ら
れ
ず
に
反
復
継
続
さ
れ
た
場
合
に
は
、
命
令
違
反
自
体
を
犯
罪
と

し
て
処
理
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
人
権
法
の
規
定
に
は
な
い

の
で
、
侮
辱
罪
と
い
う
一
般
原
則
に
よ
っ
て
い
ろ
。

逆
に
差
別
な
し
と
裁
定
し
た
人
権
委
員
会
の
判
断
を
支
持
し
た
例

も
あ
る
。
カ
ナ
ダ
航
空
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
っ
た
ロ
ス
・
ス
テ
ー
ブ

ン
ソ
ン
は
、
会
社
の
定
年
制
に
よ
っ
て
六
十
歳
で
退
職
せ
ざ
る
を
え

な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
定
年
制
は
年
齢
差
別
に
当
る
、
と
し
て

連
邦
人
権
委
員
会
に
救
済
を
申
立
て
た
。
し
か
し
審
査
委
員
会
は
、

連
邦
人
権
法
一
四
条
Ｃ
項
が
、
同
種
の
職
業
で
通
常
認
め
ら
れ
て
い

る
定
年
年
齢
な
ら
ば
定
年
制
も
差
別
で
な
い
と
定
め
て
い
る
の
を
根

拠
に
、
カ
ナ
ダ
航
空
の
六
十
歳
定
年
を
年
齢
差
別
に
当
ら
な
い
と
裁

定
し
た
。
こ
の
判
断
に
不
服
で
あ
っ
た
ス
テ
ー
ブ
ン
ソ
ン
は
、
裁
判

所
に
裁
定
取
消
の
訴
訟
を
提
起
し
、
右
条
文
は
憲
法
の
人
権
規
定
に

反
し
違
憲
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
こ
れ
を
退
け

た
の
で
、
最
高
裁
に
上
告
さ
れ
た
が
、
一
九
八
五
年
、
こ
の
上
告
は

（
、
）

取
下
げ
ら
れ
た
。

件
や
ピ
ン
ダ
ー
事
件
が
そ
の
例
で
あ
る
。

人
権
委
員
会
で
の
裁
決
を
え
る
こ
と
な
く
、
直
接
、
裁
判
所
に
差
止

め
訴
訟
や
損
害
賠
償
訴
訟
が
で
き
る
よ
う
法
改
正
を
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
意
見
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
カ
ナ
ダ
の
裁
判
所
は
、
一
般
的
に
い
っ
て
連
邦
人
権

委
員
会
の
人
権
問
題
に
関
す
る
考
え
方
に
対
し
て
、
保
守
的
と
い
っ

て
い
い
。
考
え
方
の
み
で
は
な
く
、
裁
判
所
と
し
て
手
続
や
法
解
釈

を
厳
格
に
す
る
傾
向
も
あ
る
。
従
っ
て
、
連
邦
人
権
委
員
会
の
救
済

命
令
が
覆
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
前
述
し
た
ア
ク
ベ
イ
ン
事

Ⅲ
、
再
審
査
委
員
会
の
手
続

連
邦
人
権
法
で
は
、
審
査
委
員
会
の
裁
定
に
不
服
の
者
は
、
同
じ

人
権
委
員
会
が
任
命
す
る
再
審
査
委
員
会
に
再
審
査
を
請
求
で
き

ろ
。
従
っ
て
、
行
政
手
続
と
し
て
は
第
二
審
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
の
審
決
に
不
服
が
あ
れ
ば
、
そ
の
取
消
を
求
め
る
行
政
訴
訟

を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

具
体
例
と
し
て
、
退
役
軍
人
ホ
ー
ム
に
入
居
し
て
い
る
老
人
に
対

す
る
人
種
的
偏
見
事
件
が
あ
る
。
エ
ミ
ダ
・
シ
ャ
フ
ァ
ー
と
い
う
退

役
軍
人
が
、
リ
ド
ー
退
役
軍
人
専
用
の
老
人
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
あ
る
看
護
婦
が
、
人
種
的
偏
見
に
基
づ
い
て
、
名
前
の
呼

び
方
を
し
、
い
や
な
気
分
を
起
こ
さ
せ
た
。
そ
こ
で
連
邦
人
権
委
員

会
に
提
訴
し
た
が
、
審
査
委
員
会
は
裁
決
で
、
申
立
人
に
謝
罪
文
を

老
人
ホ
ー
ム
が
送
る
こ
と
、
今
後
、
人
種
的
偏
見
に
基
づ
く
言
動
は

つ
つ
し
む
と
い
う
方
針
を
ホ
ー
ム
内
で
公
示
す
る
こ
と
、
そ
し
て
老

人
ホ
ー
ム
職
員
に
対
し
人
権
法
の
講
習
会
を
開
く
こ
と
を
命
じ
た
。

こ
の
命
令
は
申
立
人
に
自
尊
心
を
傷
つ
け
た
と
し
て
慰
籍
料
の
支
払

い
を
命
じ
な
か
っ
た
の
で
、
再
審
査
委
員
会
に
申
立
て
が
な
さ
れ

た
。
し
か
し
同
委
員
会
は
、
老
人
ホ
ー
ム
自
身
が
そ
こ
ま
で
す
る
必
要

（
、
）

は
な
い
と
判
断
し
て
、
審
査
委
員
会
裁
決
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。

１
、
連
邦
人
権
委
員
会
の
組
織

連
邦
人
権
委
員
会
は
、
事
務
局
と
委
員
集
団
に
分
か
れ
ろ
。
委
員

集
団
は
、
七
年
任
期
の
常
勤
の
会
長
と
会
長
代
理
に
四
人
の
ス
タ
ッ

フ
が
つ
い
て
い
ろ
。
三
年
任
期
の
非
常
勤
の
委
員
は
六
名
で
カ
ナ
ダ

総
督
の
任
命
で
あ
る
。
こ
う
し
た
委
員
集
団
の
活
動
を
助
け
る
法
務

課
が
あ
り
、
五
名
の
専
門
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ろ
。

事
務
局
は
オ
タ
ワ
に
あ
る
総
局
と
バ
ン
ク
ー
バ
ー
、
ト
ロ
ン
ト
、

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ウ
ィ
ニ
ペ
ッ
ク
、
エ
ド
チ

ン
ト
ン
、
オ
タ
ワ
の
七
支
局
で
構
成
さ
れ
て
い
ろ
。
総
局
に
は
七

名
、
各
支
局
に
は
総
勢
五
六
名
で
あ
る
。
総
局
の
下
に
、
二
七
名
の

こ
の
事
件
は
、
人
権
審
判
委
員
会
の
裁
定
が
最
終
的
な
も
の
で
は

な
く
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
さ
ら
に
司
法
審
査
の
対
象
に
な
る
こ
と
を

示
し
て
い
ろ
。
人
権
委
員
会
の
年
次
報
告
書
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
こ
の
事
件
も
人
権
委
員
会
内
の
再
審
査
委
員
会
に
も
か
か
っ

て
い
た
と
す
る
と
、
ス
テ
ー
ブ
ン
ソ
ン
さ
ん
は
人
権
委
員
会
の
調
査

判
定
と
審
査
委
員
会
、
そ
し
て
再
審
査
委
員
会
を
経
て
、
次
い
で
控

訴
裁
判
所
と
最
高
裁
で
五
段
階
を
ふ
む
こ
と
に
な
る
。
争
訟
費
用
の

外
、
時
間
が
か
か
る
。

胆
、
裁
判
所
で
の
取
消
訴
訟

人
権
委
員
会
は
行
政
機
関
と
し
て
救
済
命
令
を
出
し
た
り
、
逆
に

棄
却
ま
た
は
却
下
の
裁
定
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。
連
邦
人
権
法
で

は
、
こ
の
裁
定
を
え
な
け
れ
ば
、
事
件
を
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
い
わ
ゆ
る
行
政
手
続
の
前
置
主
義
を
と
っ
て
い
ろ
。
そ

の
た
め
、
最
終
解
決
に
至
る
時
間
と
費
用
が
多
く
か
か
る
と
し
て
、

五
、
組
織
と
財
政
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人
事
・
経
理
・
庶
務
課
、
一
一
八
名
の
申
立
て
・
審
査
課
、
一
九
名
の

広
報
・
教
育
課
、
八
名
の
調
査
・
企
画
課
が
あ
る
。

昨
年
の
新
し
い
業
務
を
み
ろ
と
、
申
立
て
・
審
査
課
で
は
、
⑪
障

害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
つ
い
て
一
九
八
四
年
よ
り
実
施
さ
れ
た
、

精
神
障
害
者
と
ア
ル
コ
ー
ル
・
麻
薬
常
習
者
の
差
別
禁
止
と
物
品
販

売
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
の
障
害
者
一
般
の
差
別
禁
止
に
対
応
す
る
た

め
、
障
害
差
別
係
を
創
設
し
、
職
員
教
育
を
行
な
っ
た
。
②
憲
法
一

五
条
の
平
等
条
項
が
一
九
八
五
年
四
月
一
七
日
よ
り
実
施
さ
れ
た
の

で
、
同
条
の
解
釈
の
研
究
を
促
進
し
て
い
ろ
。
③
一
九
八
四
年
二

月
一
三
日
の
連
邦
最
高
裁
ラ
デ
ニ
レ
ス
コ
事
件
判
決
に
よ
っ
て
、
当

事
者
は
事
件
が
調
査
の
終
了
段
階
で
調
査
報
告
書
を
入
手
で
き
、
そ

れ
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
言
い
分
を
文
書
で
人
権
委
員
会
に
提
出
で

き
る
た
め
三
○
日
間
の
余
裕
期
間
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
異

な
る
仕
事
で
も
同
一
の
価
値
の
あ
る
労
働
に
つ
い
て
は
同
一
の
賃
金

を
払
わ
な
け
れ
ば
差
別
に
当
る
、
と
い
う
事
件
が
ふ
え
つ
つ
あ
る
の

で
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
係
を
強
化
し
た
。
⑤
情
報
処
理
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
化
の
促
進
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
充
実
し
た
。
⑥
差
別
意

思
が
な
く
と
も
結
果
的
差
別
を
生
む
雇
用
管
理
方
針
を
と
っ
て
い
る

企
業
と
、
性
的
い
や
が
ら
せ
が
発
生
す
る
余
地
の
あ
る
現
業
公
務
員

部
門
を
重
点
的
に
調
査
し
た
。

調
査
・
企
画
課
は
、
特
に
⑪
性
的
い
や
が
ら
せ
差
別
、
②
産
前
産

後
休
暇
差
別
、
③
政
府
契
約
差
別
禁
止
条
項
の
実
施
状
況
、
四
ア
ブ

表６ 連邦人権委員会の各課決算 (単位：カナダドル）

1984年 1983年 1982年 1981年 1980年

会長

事務総長

446.455 413.428 373.550 399.339 297.538 

689,802 569.336 430.779 465.813 85.163 

調査企画課 469.935 272,596 238.491 347,053 206.170 

申立審査課 1,130,987 954,938 767.751 614.877 389.311 

広報教育課 1,086,227 782.224 698.853 600,634 526.267 

人事庶務課

支局

年金

1,841,210 1,285 337 11186,314 1,087,118 620.835 

2,101,375 1,390 444 1.273 216 1.108.194 550,999 

712.250 593,249 600,724 452,526 355,500 

綴 計 8,478,241 6,262,562 
己

5,569,678 5.165.554 3.620.679 

(出典表１に同じ、４０頁）

ア
ー
マ
テ
イ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
つ
ま
り
被
差
別
者
の
た
め
の
優
遇
処

置
を
特
に
と
り
あ
げ
た
。

２
、
財
政

連
邦
人
権
委
員
会
の
決
算
を
み
ろ
と
、
総
支
出
の
七
○
％
近
い
人

件
費
を
除
く
と
、
一
三
％
の
特
別
企
画
、
例
え
ば
障
害
者
差
別
や
性

的
い
や
が
ら
せ
を
防
止
す
る
た
め
の
諸
活
動
に
使
わ
れ
た
額
が
注
目

さ
れ
ろ
。
毎
年
こ
の
程
度
の
比
率
で
用
い
ら
れ
て
い
ろ
（
表
６
）
。

各
活
動
の
決
算
を
み
る
と
（
表
７
）
、
申
立
て
・
審
査
課
が
毎
年

一
三
％
前
後
支
出
し
、
一
一
一
％
強
の
広
報
・
教
育
課
が
こ
れ
に
次
い

で
い
ろ
。
三
％
前
後
の
調
査
・
企
画
の
支
出
は
減
額
の
傾
向
で
あ

る
。連
邦
人
権
委
員
会
は
、
議
会
そ
の
他
関
係
当
局
に
対
し
、
そ
の
適

用
し
て
い
る
連
邦
人
権
法
の
改
正
を
提
案
し
て
き
て
い
ろ
。
そ
の
要

点
は
毎
年
、
年
次
報
告
書
に
記
さ
れ
て
い
ろ
。
一
九
八
五
年
三
月
に

出
さ
れ
た
八
四
年
報
告
書
に
は
、
次
の
立
法
修
正
案
が
提
示
さ
れ
て

い
ろ
。

表７ 連邦人権委員会の支出 (単位：カナダドル） 六
、
連
邦
人
権
法
の
改
正
案

1984年 1983年 1982年 1981年 1980年 年1979 

人件賛

年金拠出

４，９２５， 665 ３．９２１ 647 3.759 3,253 908 2,556.569 2.190 206 

肥
型
町
測
羽
的
肥
皿
Ｗ
“

７
７
６
２
６
５
２
１
３
９
 

712 250 593, 249 600 452 526 355.500 245 75Ｃ 

郵電・旅費

情報

特別企画

620 775 162 353 578 496 669 336.495 371 380 

222 322 634 9１ 4６ 750 1７ 14.983 1２ 718 

1,123 248 918 924 760 571, 027 695.603 961 544 

レンタル代 7３ 257 

記
拠

402 6２ 3６ 506 25.368 

１
３
０
 

２
 

型

656 

維持・修繕 3９ 646 198 39, 5０ 192 24.943 
弘
灯

３
５
 消耗品等 9７ 338 118 145 263 243 643 184,777 

機械・建築

その他

469, 253 8９ 900 3５ 

６ 

6４， 

５． 

592 68.905 182 ,５１ 

40, 099 1２ 380 886 ５．３７０ ３ 154 

MMI…21…妬【…,i4…iⅧ計緒 ,220 

(出典表６に同じ）
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１
性
的
好
み
、
お
よ
び
政
治
的
信
条
を
理
由
に
差
別
し
て
は
な
ら
な
い

と
の
条
文
を
加
え
る
こ
と
。

こ
れ
は
ホ
モ
セ
ク
チ
ュ
ア
ル
と
か
レ
ス
ビ
ア
ン
と
い
っ
た
、
ス
ト

レ
イ
ト
で
な
い
性
行
為
を
好
む
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
人
や
、
特

定
の
政
党
支
持
あ
る
い
は
政
治
的
思
想
を
も
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
、
特
に
雇
用
上
の
差
別
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
趣
旨
で

あ
る
。
も
と
よ
り
、
そ
う
し
た
こ
と
が
特
定
の
仕
事
を
遂
行
す
る
に

は
、
真
実
、
許
さ
れ
な
い
こ
と
が
合
理
的
で
あ
れ
ば
、
異
別
の
取
扱

い
は
許
さ
れ
て
も
よ
い
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

２
告
発
、
告
訴
さ
れ
た
こ
と
の
み
を
も
っ
て
、
差
別
し
て
は
な
ら
な

い
、
と
い
う
条
文
を
加
え
る
こ
と
。

す
で
に
連
邦
人
権
法
で
は
、
有
罪
判
決
を
受
け
て
も
刑
期
の
終
了

し
た
者
や
特
赦
を
受
け
た
者
に
は
前
科
を
理
由
と
す
る
差
別
が
禁
止

さ
れ
て
い
ろ
。
も
と
よ
り
、
強
盗
罪
の
前
科
者
は
そ
の
後
、
会
計
係

の
採
用
か
ら
は
ず
さ
れ
て
も
、
そ
の
職
務
遂
行
上
、
そ
の
者
を
除
外

し
て
も
、
合
理
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
告
発
、
告
訴
さ
れ
て
も
有
罪

に
な
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

３
同
種
の
職
種
で
通
常
認
め
ら
れ
る
年
令
で
あ
れ
ば
、
定
年
制
は
年
令

差
別
に
な
ら
な
い
と
い
う
現
行
規
定
（
’
四
条
ｃ
項
、
九
条
一
一
項
）
は
削
除

す
る
こ
と
。

こ
の
理
由
は
一
九
八
五
年
四
月
に
実
施
さ
れ
た
憲
法
の
平
等
条
項

二
五
条
）
は
、
年
令
差
別
を
無
条
件
に
禁
止
し
て
い
る
か
ら
で
あ

注（
１
）
例
え
ば
、
○
鈩
三
シ
己
鈩
国
○
□
の
同
○
句
○
○
三
言
○
三
ｍ
》
局
囿
’

勺
○
両
目
○
甸
弓
出
向
の
弓
因
○
局
鈩
伊
○
○
三
三
国
目
目
両
国
○
三
ぐ
閂
の
閂
国
田
因

二
国
三
○
局
閂
目
閂
因
の
閂
三
○
少
ヱ
シ
ロ
閂
鈩
ｚ
ｍ
ｏ
ｏ
Ｈ
因
目
目
（
三
胃
○
一
】

〕
①
詮
）
》
シ
丙
○
局
鈩
伊
○
。
ご
［
三
門
の
四
ｏ
ｚ
宛
因
勺
○
局
弓
》
因
Ｃ
□
揚
げ
，

目
目
昌
閂
ｚ
因
三
宅
博
○
邑
言
向
Ｚ
目
（
○
○
（
○
す
の
Ｈ
ご
震
）
》
殉
国
○
用
目
○
句

目
国
固
勺
鈩
用
田
閂
鈩
乏
冒
ｚ
目
鈩
両
目
○
○
二
三
巨
目
弓
因
目
○
三
国
Ｃ
ご
鈩
伊
，

閂
弓
因
勾
閂
の
昌
円
の
》
因
Ｃ
ご
シ
伊
閂
目
閂
司
○
冗
鈩
田
伊
（
○
○
（
○
ヶ
臼
］
雷
、
）
》

（
２
）
○
衿
ヱ
シ
ヮ
目
シ
ｚ
国
ロ
ー
少
三
局
円
の
因
目
の
○
○
乏
二
国
の
の
閂
○
三
シ
ｚ
‐

三
口
鈩
田
宛
回
○
幻
月
］
①
震
（
二
四
月
ほ
ど
忠
）
》
貝
②
、
．

（
３
）
○
国
用
○
》
缶
ｚ
ｚ
己
鈩
田
両
目
勺
．
ご
墨
四
一
弓
》
一
二
・
］
①
詮
》
呉
誤
．

（
４
）
例
え
ば
、
桑
原
昌
宏
。
大
島
か
よ
子
訳
「
カ
ナ
ダ
Ｂ
Ｃ
州
人
権
委
員

会
裁
決
の
一
事
例
」
法
政
理
論
一
八
巻
二
号
（
一
九
八
五
年
九
月
）
二

三
四
頁
以
下

（
５
）
○
国
宛
○
》
シ
ヱ
ヱ
ロ
缶
耐
用
同
勺
・
】
①
缶
》
四
岳
】
》
区
・
］
＠
缶
》
囚
岳
、
．

（
（
ら
）
の
巨
己
円
四
目
○
→
の
（
、
）
四
一
ｍ
②
。

（
９
）
○
国
用
○
》
シ
ヱ
ヱ
ロ
シ
伊
局
同
弔
・
］
房
Ｐ
貝
窒
》
丘
・
】
①
⑭
］
》
呉
窒
》

】
□
・
］
ｃ
の
、
》
由
与
、
②
》
】
。
。
］
ｃ
の
騨
四
｛
②
つ
０
②
■
》
】
ｑ
・
』
①
⑭
←
》
四
｛
国
の
。

（
Ⅲ
）
○
国
用
。
》
レ
ヱ
ヱ
ロ
シ
田
用
固
勺
・
】
召
Ｐ
四
岳
『
》
昼
．
ご
囚
Ｐ
日
②
９

－
〔
一
・
胃
①
⑭
②
》
色
芹
四
ｍ
）
】
Ｑ
・
］
①
②
←
》
囚
芹
西
①
。

（
ｕ
）
の
口
ご
爲
四
己
○
（
の
（
、
）
四
岳
Ｐ

（
７
）
○
国
用
○
》
の
巨
目
目
四
円
『
。
ｍ
□
の
○
一
の
一
○
口
の
》
句
⑦
ワ
【
巨
四
円
冒
ご
ｍ
酉

（
６
）
の
巨
己
境
色
目
。
｛
の
（
口
）
》
四
→
西
岸

円
の
の
ロ
の
》
餌
一
画
。

ろ
。
特
定
の
職
業
に
特
定
の
者
が
高
齢
な
る
が
故
に
就
労
す
る
こ
と

が
許
さ
れ
な
い
と
す
る
に
つ
き
、
真
実
、
信
ず
る
に
相
当
な
理
由
が

あ
る
場
合
を
除
き
、
定
年
は
差
別
に
当
る
と
考
え
ら
れ
ろ
。

４
差
別
表
現
の
内
容
禁
止
に
と
ど
ま
ら
ず
、
表
現
を
可
能
に
す
る
手
段

の
行
使
な
ど
も
禁
止
す
る
よ
う
法
改
正
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

現
行
法
で
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ス
事
件
の
よ
う
に
、
人
種
差
別
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
反
覆
的
伝
播
が
禁
止
さ
れ
て
い
ろ
（
四
二
条
一
項
、
同

二
項
）
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
そ
れ
を
す
る
電
話
機
の
使
用
禁
止
と

い
っ
た
手
段
ま
で
禁
止
で
き
な
い
の
で
、
差
別
表
現
が
一
般
に
伝
え

ら
れ
る
こ
と
を
効
果
的
に
妨
げ
る
に
は
、
法
改
正
が
必
要
に
な
る
。

５
差
別
意
思
は
な
く
と
も
差
別
的
結
果
を
招
来
す
る
結
果
的
差
別
も
禁

止
す
る
法
改
正
を
す
べ
き
で
あ
る
。

連
邦
控
訴
裁
判
所
は
ピ
ン
ダ
ー
事
件
判
決
で
、
連
邦
人
権
法
（
七

条
、
一
○
条
）
が
差
別
的
効
果
を
も
た
ら
す
結
果
的
差
別
も
し
く
は

間
接
的
差
別
を
禁
止
し
て
い
ろ
ふ
う
に
解
釈
を
し
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
現
実
に
は
、
例
え
ば
採
用
条
件
に
そ
の
職
務
遂
行
に
は
必
ず
し

も
不
可
欠
で
な
い
一
定
の
身
長
や
体
重
を
要
求
し
、
結
果
的
に
は
女

子
の
採
用
に
差
別
的
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
ろ
。
こ
の
よ
う
に
、
一

見
、
差
別
的
で
な
く
中
立
的
に
み
え
る
雇
用
条
件
で
も
、
｜
定
の
グ

ル
ー
プ
に
は
差
別
的
な
結
果
と
影
響
を
与
え
る
使
用
者
の
方
針
は
、

（
羽
）

明
ら
か
に
差
別
に
当
る
と
い
う
こ
と
を
条
文
で
一
示
す
べ
き
で
←
の
る
。

（
、
）
○
国
肉
○
》
シ
三
三
口
シ
田
局
同
勺
・
］
①
缶
》
日
田
一
三
・
］
①
麓
》
四
一
篭
《

】
二
・
骨
①
⑭
鈩
四
芹
画
①
。

（
⑬
）
の
二
℃
国
ロ
。
｛
の
（
口
）
ご
図
（
①
’
二
・




